
全体集会では人権をテーマの記念講演 

オンラインによる全体集会では、梶原貴日教組

中央執行委員長の主催者あいさつ・山門真三重県

教組委員長の開催地教組あいさつに引き続き、山

木正博書記長の基調報告があった。 

メインの記念講演は、子どもの学び館代表取締

役の福永宅司さんと、女装パフォーマーでエッセ

イストのブルボンヌさんによる「出あえて、よか

った、すべてのいのちにかがやきを」と題するも

ので、社会の分断が進みつつある中、人権啓発の

大切を考えさせられるタイムリーな内容だった。 

25会場に分かれて開催された分科会 

各地の会場で開催された分科会には、私大ユニ

オンからは次の4人が共同研究者となっている。 

第13分科会 人権教育       池田賢市 

第14分科会 インクルーシブ教育  田口康明 

第18分科会 平和教育       中條克俊 

第20分科会 高等教育・進路保障等 平井聖児 

今期より、第20分科会の共同研究者の1人は、

私大ユニオン副委員長の佐野通夫さんから、前もの

つくり大教職組委員長の平井聖児さんに交代した。 

私大ユニオンからのリポートは、第20分科会に

おける吉川健治中執の「教育の本質追求のための

真っ当な働き方」（「私大ユニオン・ニュース」第

134号に掲載）で、当日は佐野通夫副委員長が代

読し、最後に自身の見解を加筆したものである。 

分科会初日の1月24日(土)の夕刻には、四日市

市内で日私教による意見交換会が開催された。村

田茂委員長・山本和彦書記次長（私大ユニオン特

別中執）などのメンバーに、私大ユニオンからは

亀山亜土委員長などが参加した。 

大学教員の共同研究者の加入促進を! 

私大ユニオンは、2018年度に個人を対象とした

賛助会員制度（年会費3,000円）を導入した。 

国公立大に在職する共同研究者には、賛助会員

制度を周知すると同時に、私大の共同研究者には

私大ユニオンへの個人加入を積極的に呼びかけて、

日教組私学の運動の共有化を図りたい。 

第75次教育研究全国集会が、全体集会を1月16日（金）にオンラインで、各分科会を1月24日（土）か

ら25日（日）までの2日間に対面で開催された。開催地の三重県では、四日市市・津市・鈴鹿市の各会

場に分散して、合計25分科会で活発な討論が展開された。開催県の三重県教組が運営を担当した。 
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